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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
わ
が
雲
南
市
立
病
院
に

と
り
ま
し
て
、
記
念
す
べ
き
年
と

な
り
ま
し
た
。
足
掛
け
８
年
に
お

よ
ぶ
新
病
院
建
設
計
画
が
完
成

し
、
昨
年
10
月
１
日
に
、
つ
い
に

雲
南
市
立
病
院
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
病
院
が
完
成
し
た
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
の
受
診
環
境
、
療
養
環

境
が
、
前
病
院
に
比
べ
格
段
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
病
院
職

員
の
診
療
・
労
働
環
境
も
機
能
的

で
動
き
や
す
く
清
潔
で
働
き
や
す

い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新

病
院
は
診
療
面
、
療
養
面
と
も
に

充
実
し
た
設
備
と
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。
我
々
職
員
一
同
は
、
こ

の
環
境
と
機
能
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
市
民
の
皆
様
へ
還
元
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
年
の

幕
開
け
に
際
し
一
同
気
持
ち
を
新

た
に
病
院
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、“
庚
子
（
か

の
え
ね
）”
で
、
こ
の
“
庚
子
”
が

意
味
す
る
所
は
、“
過
去
の
成
果

か
ら
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
を
維
持

し
つ
つ
、
新
た
な
環
境
や
局
面
に

向
け
て
体
制
を
整
え
て
い
く
こ

と
”
だ
そ
う
で
す
。
新
雲
南
市
立

病
院
に
と
っ
て
、
本
年
は
新
た
な

船
出
に
際
し
最
適
な
年
、
干
支
と

言
え
そ
う
で
す
。

　

年
頭
に
際
し
、
こ
の
雲
南
市
立

病
院
の
完
成
が
雲
南
市
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
方
々
、
ま
た
病
院
職
員

の
皆
様
の
希
望
、
明
る
い
未
来
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
松ま

つ

井い 

譲ゆ
ず
る

病
院
事

業
管
理
者
の
ご
勇
退
に
伴
い
、
昨

年
４
月
１
日
か
ら
新
病
院
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
は
な
は
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
谷
病
院

事
業
管
理
者
と
協
力
し
な
が
ら
、

こ
の
新
し
い
雲
南
市
立
病
院
を
新

た
な
未
来
に
向
け
て
、
全
力
で
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
病

院
の
建
設
計
画
か
ら
建
設
、
完
成

ま
で
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
病
院
運
営
に
格
別

な
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
昨
年
10
月
に
は
念
願
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
今
後

益
々
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
職
員
一
同
職
務
に
精
励
い

た
し
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
は
皆
が
新
た

な
時
代
へ
の
期
待
を
抱
い
た
改
元
も
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
自
然

災
害
を
は
じ
め
、
安
寧
な
生
活
を
脅
か

す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
、
な
か
な

か
明
る
い
話
題
に
は
出
会
え
ま
せ
ん
。

医
療
・
介
護
の
分
野
に
お
い
て
も
、
将

来
の
人
口
推
計
を
基
に
し
た
医
療
機
関

の
再
編
を
推
し
進
め
る｢

地
域
医
療
構

想｣

が
各
地
で
波
紋
を
呼
び
ま
し
た
し
、

来
年
度
の
診
療
報
酬
引
き
下
げ
は
ほ
ぼ

確
実
で
、
医
療
提
供
者
に
は
苦
難
の
時

代
が
続
き
ま
す
。

　

一
方
、
利
用
者
に
も
気
に
な
る

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら

外
来
の
窓
口
負
担
が
増
え
、
2
年
後
に

は
75
歳
以
上
の
自
己
負
担
も
増
え
る
見

込
み
で
す
。
ま
た
、介
護
の
分
野
で
は
、

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
費
用
の
10
兆

円
超
え
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
介

護
認
定
は
受
け
に
く
く
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
自
己
負
担
率
が
増
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
自
治
体
や
組
織
と
し
て

国
の
施
策
に
あ
ら
が
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
不
利
な
状
況

を
克
服
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
れ

は
月
並
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健
康
長

寿
の
実
践
、
す
な
わ
ち
怪
我
や
病
気
を

し
な
い
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
生
活
習
慣

の
改
善
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
が
秘
訣
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
つ

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
国
の

検
討
で
は
、
健
康
で
か
つ
医
療
費
が

少
な
い
地
域
に
は
、「
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
快
進
撃

を
支
え
た
強
力
な
ス
ク
ラ
ム
の
ご
と

く
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
行
政
、
そ

し
て
住
民
の
皆
様
が
同
じ
方
向
を
向
き

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
雲

南
市
が
健
康
長
寿
の
ま
ち
と
言
わ
れ
る

よ
う
、
病
院
も
チ
ー
ム
雲
南
の
一
員
と

し
て
、
健
康
な
地
域
づ
く
り
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【手指の衛生】
　突然ですが、無意識のうちに顔を触っていること
がありませんか？私たちの身の周りには、目には見
えない病原体（ウイルスや細菌）がたくさん存在し
ています。病原体は私たちの手に付着し、その手で
鼻や口などに触れると、病原体が体内に侵入し感染
が成立します。また、病原体の付いた手でさまざま
なものに触れることで、感染が連鎖的に広がってい
きます。このように私たちの手は、さまざまな感染
源を運んでいるのです。手を洗うことで、病原体が
自分の体の中へ侵入するのを防ぐだけでなく、感染
が広がることも防げます。手洗いは、日常生活の中
でできる極めて有効かつ、もっとも簡単な感染対策
です。流水と石けんでの手洗いや、手指消毒剤等を
用いて、手をきれいにすることを心掛けましょう。

【咳エチケット】
　“咳エチケット”は風邪やインフルエンザ等、咳によっ
て自分から感染が広がるのを防ぐためのマナーです。症
状がある場合にはマスクを着用します。家族への感染を
防ぐため、家の中でもマスクを着用しましょう。マスク
をしていないときに咳やくしゃみが出そうになったら、
ティッシュやハンカチ、衣服等で鼻と口を覆い、誰もい
ない方向に顔を向けます。手で咳やくしゃみを押さえた
場合は手を洗います。

　感染対策のキホン①

　感染対策のキホン②

トイレの感染予防
■家族に下痢・おう吐等胃腸炎の症状がある人がいる場合はトイレが感染源になる場
合があります。便座はもちろん、ドアノブや電気のスイッチ、水栓レバー等人が触
るところを消毒することがポイントです。

■洋式トイレでは、流す時に細菌やウイルスが周囲へ飛散するので、流す前にトイレ
の蓋を閉めることは二次感染防止に非常に有効です。日ごろから心掛けましょう。

《雲南市立病院よりお願い》　※インフルエンザ流行期に伴う面会制限を実施する可能性について
　感染力の強いインフルエンザが流行する時期には、免疫力の弱い入院患者さんへの感染予防と安全確保のため面会を制限させていただく
ことがあります。面会制限は多くの医療機関で実施されている、病院内へのインフルエンザの持ち込みを防止する有効な対策の一つです。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、よろしくお願いいたします。

感染症予防対策の基礎知識
～家庭でできる予防対策とは？～

院　

長　

西に
し　
　

英ひ
で　

明あ
き

病
院
事
業
管
理
者　

大お
お　

谷た
に　
　

順
じ
ゅ
ん

新年のごあいさつ

①くしゃみが出そうになった
ら、ティッシュ等で鼻と口を
押さえましょう。

　ティッシュ等がない場合は、
手ではなく周囲に触れにくい
曲げたひじの内側などで押さ
えます。

②周りの人から顔を背け、
２ｍくらい離れます。

③使用後のティッシュ等はすぐにゴ
ミ箱に捨て、手を洗いましょう。

ここで手を
きれいに！

ここで手を
きれいに！

病原体が体内へ侵入

発症

咳、くしゃみ等

病原体が
手等へ付着

手をきれいにしないと
病原体がドアノブ等に
付着

他の人の手に
病原体が付着
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　看護師となり20年余り、雲南市立病院に勤務し約
10年が経過しました。�
　当院へ勤務し、患者さんの多くが高齢者であり、認
知症との診断は受けていないまでも、認知機能の低下
を来し、入院という環境の変化の中で、困惑しておら
れる方を特に多く見てきました。また、入院中に認知
症が進行したことで、入院前は自宅で生活できていた
のに、自宅での生活が困難となり、施設へ入所され
る方も多くおられます。雲南圏域に施設がない場合
は、松江市や出雲市などの施設に行かれる方もおられ
ます。住み慣れた地域で暮らしたいと思っておられる
方が多い中、さまざまな事情で断念せざるを得ない状
況があります。また、同時にご家族も、入院し患者さ
んの認知症が進行する状況を目の当たりにし、困惑さ
れるという状況もあります。病院のスタッフも、認知
症の方にどのようにケアを行えば良いのか、治療を優
先しなければならない状況の中、身体拘束を取らざる
を得ず、つらい思いをすることが多くあります。入院
が一つのきっかけになり多くの問題が起きてしまいま
す。�
　そのような中、島根県でも認知症看護認定看護師の
養成機関ができることになり、自宅からでも通えると
いう恵まれた環境であったため、一昨年の９月から昨
年３月まで研修学校に通い、５月に審査を受け、７月
に合格し、認知症看護認定看護師として勤務すること
になりました。現在、院内には認知症サポートチーム

があり、毎週それぞれの病棟を回診しています。チー
ムメンバーは、医師、看護師、社会福祉士、薬剤師、
作業療法士です。入院後、身体の不調や環境の変化、
治療などさまざまな要因でお困りの方を見させていた
だき、病棟のスタッフとも情報共有し、薬の調整、療
養環境の調整、ケア方法の検討、リハビリのオーダー
などを必要に応じて行っています。�
　認知症の方を何も分からなくなった人として捉える
のではなく、私たち介護者が気持ちを代弁し、意思を
尊重することが必要であると考えています。周囲の接
し方で、認知症の症状も大きく変わってきます。認知
症の人としてではなく、まずは一人の人間としてその
方を捉え、現在起きている症状に対応し、入院生活が
少しでも過ごしやすいものとなるように援助させてい
ただきたいと考えています。認知症でお困りのことな
どありましたら、気軽に声をかけて相談していただき
たいと思います。�

はじめまして、認知症看護認定看護師の

山
やま

田
だ

美
み

保
ほ

と申します。

　
11
月
12
日
㈫
に
第
８
回
雲
南
市
立
病
院
建
設
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
病
院
建
設
の
完
了
、
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
、病
院
事
業
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
建
設
委
員
会
は
行
政
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
住
民

代
表
の
外
部
有
識
者
10
人
で
構
成
さ
れ
、
当
院
の
新
棟
改
築

に
関
す
る
業
務
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
当
院
の
新
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
評
価
委
員
会
と
し
て
も
位
置
付
け
、

改
革
プ
ラ
ン
の
点
検
や
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
、委
員
の
交
代
が
あ
り
、新
た
に
山や
ま
口ぐ
ち
修し
ゅ
う

平へ
い
さ
ん
（
島

根
県
病
院
事
業
管
理
者
）、
永な
が

瀬せ

英ひ
で

雄お

さ
ん
（
雲
南
医
師
会　

会
長
）、秦は
だ 

和か
ず
夫お

さ
ん
（
雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会　
会
長
）

へ
委
員
の
委
嘱
を
行
い
、
副
委
員
長
に
永
瀬
さ
ん
を
選
出
し

ま
し
た
。

　
委
員
会
の
冒
頭
、
大
谷
病
院
事
業
管
理
者
と
藤
井
副
市
長

か
ら
、
今
回
の
病
院
改
築
事
業
の
工
事
が
す
べ
て
無
事
に
完

了
し
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
病
院
経

営
と
運
営
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
病
院
よ
り
提
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に

つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
少
子
高
齢
化
状

況
に
あ
る
地
域
で
の
病
院
の
役
割
や
経
営
の
方
向
性
に
つ
い

て
、た
く
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
と
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
議
事
進
行
を
行
っ
た
永
瀬
副

委
員
長
か
ら
は
、「
新
た
な
病
院
の
建
物
が
で
き
た
の
で
、

今
後
は
さ
ら
に
中
身
を
充
実
さ
せ
地
域
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
健
全
経
営
を
続
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
委
員
会
は
、
病
院
建
設
が
完
了
し
た
た
め
、
委

員
会
の
名
称
を
変
更
し
改
革
プ
ラ
ン
の
検
証
を
主
体
と
し
た

委
員
会
と
す
る
予
定
で
す
。

▲認知症サポートチームミーティングの様子 ▲学生指導の様子

▲回診の様子

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

１，２，３月の開催日（毎月第２・第４金曜日）

　１月１０日 （金） ・ ２４日 （金）

　２月１４日 （金） ・ ２８日 （金）

　３月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

時　間 ： １３時３０分～１５時３０分

場　所 ： 市立病院　中央棟２階　検診・人間ドック室

問い合わせ先 ：
　市立病院　健康管理センター
　　☎0854-47-7510

お気軽に
お越し　　　

　ください。

第
８
回 

雲
南
市
立
病
院
建
設
委
員
会

委員会の様子


